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邑久高校の生徒が「手洗い」の紙芝居を制作しました 

～おかやま食品衛生協会からのご依頼で文学部と美術部が協同制作～ 

  

 邑久高校では、地域と連携した学習や活動に積極的に取り組んでいます。昨年度は

瀬戸内市の「食のしあわせプロジェクト」から依頼を受けて食育の紙芝居を制作し、

小学校や保育園で上演しました。 

そのご縁から、今年度は、おかやま食品衛生協会から依頼を受けて、子どもたちに

手洗いの大切さを伝える紙芝居を、文章を文学部３年次生徒、絵を美術部３年次生徒

が担当して、３か月かけて制作しました。 

 このたび、完成した紙芝居を、おかやま食品衛生協会の方にお渡しする贈呈式を行

い、初めてお披露目します。８月からの食品衛生月間でご活用いただく予定です。 

高校生たちが、地域からの期待に応えて、次世代の子どもたちへの衛生の大切さを

伝えようと取り組んだ姿を、是非報道してください。 

記 

 

【日  時】  令和６年８月７日（水）１３：００〜１３：３０（３０分間） 

【場  所】  県立邑久高等学校 第２応接室（本館２階） 

【参 加 者】  おかやま食品衛生協会 大倉 秀千代 氏 ・ 丸田 英子 氏 他 

【参加生徒】  邑久高校生徒 ３年次 文学部・美術部 生徒 ２名  

【内  容】  紙芝居「手洗いヒーローはだあれ？」贈呈式 

【昨年度（食育紙芝居贈呈）の様子】    【今回完成した紙芝居】 
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